
高等学校第３学年 数学科（数学Ⅱ）学習指導案 

指導者 ○○ ○○ 

 

１ 単元 対数関数 

 

２ 単元の目標及び観点別評価規準 

 対数関数とそのグラフの特徴について理解し, それらを事象の考察に活用することができる。 

 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 

 対数や対数関数に関心

を持ち，それらを具体的

な事象の考察に活用しよ

うとしている。 

 対数関数のグラフを用

いて，対数の値の大小を

考察することができる。

 対数，対数関数の性質

を用いて，対数の値や方

程式・不等式の解を求め

ることができる。 

 対数の意味，基本的な

性質，対数関数のグラフ

の特徴について，理解し

ている。 

 

３ 単元の指導について 

 (1) 教材について 

 本単元においては，前の単元で学習した指数関数を基に，対数の概念を導入し，対数の意味とその必要

性について学習する。さらに，指数関数と対数関数の関係を基に，対数関数のグラフの特徴について考察

するとともに，対数関数の性質を基に，方程式や不等式の解を求めることができるようにする。 

 

 (2) 生徒の実態について（＊科第３学年 計＊人） 

 多くの生徒が数学の学習に対して前向きで，意欲的に授業に取り組むが，既習内容の定着が不十分な生

徒もいるため，机間指導の中で，本時の学習に必要となる既習内容について確認しながら取り組ませたい。 

 

４ 指導計画（11時間扱い） 

  第１次 対数･････････････････････････････････････････････････････････６時間 

  第２次 対数関数･････････････････････････････････････････････････････５時間 

時 学習内容・活動 関 考 技 知 観点別評価規準 

１ 

(本時) 

 

 

対数関数とそのグラフ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○

・指数関数と対数関数の関係を基に，対数関数のグ

ラフの特徴を考察しようとしている。 

・対数関数のグラフの特徴について理解している。 

２  ○   ・グラフを用いて，対数の値の大小を考察すること

ができる。 

３ 

 

対数関数と方程式・不等式  

 

 

 

◎

 

 ・対数関数の性質を用いて，方程式・不等式の解を

求めることができる。 

４ 常用対数   ◎  ・常用対数表を用いて，常用対数の値を求めること

ができる。 

５ 

 

常用対数と桁数 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

・常用対数を，数の桁数を求めることに活用しよう

としている。 

 

５ 本時の指導 

 (1) 目標 

   対数関数のグラフの特徴について理解することができる。 

  (2) 準備・資料  

   グラフ用紙 



 (3) 展開 

学 習 活 動 ・ 内 容 指導上の留意点・評価 

１ 既習事項を確認する。 

 

 

 

・確認問題を個人で解く。 

・発表者の説明を聞き，対数の性質を用いた対数の計

算について確認する。 

 

２ 関数 ݕ ൌ logଶ  。のグラフをかく ݔ

○学習問題を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○対数関数の表を作成し，グラフをかく。 

 。の値を求める ݕ に対する ݔ ・

・表を基に，グラフ用紙に点をとる。 

・グラフ用紙にとった点を通るようにグラフをかく。

・代表生徒が板書したグラフを確認する。 

 

３ 関数 ݕ ൌ logଷ ݕ，ݔ ൌ logభ
మ
ݕ，ݔ ൌ logభ

య
のグラフを ݔ

かく。 

○学習問題を確認する。 

 

 

 

 

○対数関数の表を作成し，別々の用紙にグラフをかく。

 。の値を求める ݕ に対する ݔ ・

・表を基に，グラフ用紙に点をとる。 

・グラフ用紙にとった点を通るようにグラフをかく。

・代表生徒が板書したグラフを確認する。 

 

○四つのグラフを比較することから，関数 ݕ ൌ log௔  ݔ

のグラフの特徴について考察する。 

   

 

４ 関数 ݕ ൌ log௔ ݕ のグラフと関数 ݔ ൌܽ௫ のグラフの

比較をする。 

 

 

 

 

 

・定着が不十分な生徒には，机間指導により対

数の性質を確認することができるようにする｡

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・机間指導を行い，対数の性質を用いた対数の

値の求め方を確認することができるようにす

る。 

・グラフがなめらかな曲線を描くことに生徒が

気付くことができるよう，机間指導を行う｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グラフをうまくかくことができない生徒には,

机間指導を行い，関数 ݕ ൌ logଶ のグラフの ݔ

かき方を参考にしてかくよう，助言する。 

 

 

 

・底 ܽ の値とグラフの形について，必ず通る点

について，軸とグラフの位置関係について等

の観点から，特徴を見いだせるようにする。 

 

 

 

 

問題 次の値を求めよ。 

(1) logଶ 4  (2) logଶ
ଵ

଼
  (3) logଶ 1  

問題 表を完成させ，ݕ ൌ logଶ  。のグラフをかけ ݔ

 ・・・ ݔ
1
8
 
1
4
 
1
2
 1	 2	 4 8 ・・・

ݕ ൌ logଶ ・・・             ・・・ ݔ

 

問題 次の対数関数のグラフをかけ。 

ݕ (1) ൌ logଷ ݕ (2) ݔ ൌ logభ
మ
ݕ (3) ݔ ൌ logభ

య
 ݔ



○関数 ݕ ൌ logଶ ݕ のグラフに関数 ݔ ൌ2௫ のグラフ, 

関数 ݕ ൌ logଷ ݕ のグラフに関数 ݔ ൌ3௫ のグラフ，

関数 ݕ ൌ logభ
మ
ݕ のグラフに関数 ݔ ൌሺ

ଵ

ଶ
ሻ௫ のグラフ，

関数 ݕ ൌ logభ
య
ݕ のグラフに関数 ݔ ൌሺ

ଵ

ଷ
ሻ௫ のグラフを

並べてかき，グラフの位置関係について考察する。 

 

５ 本時のまとめをする。 

○対数関数のグラフの特徴について確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ܽ ൐ 1 のときの考察を基に，0 ൏ ܽ ൏ 1 のと

きにも直線 ݕ ൌ に関して対称であることを ݔ

推論してもよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対数関数 ݕ ൌ log௔  のグラフ ݔ
ܽ ൐ 1 のとき 

 

0 ൏ ܽ ൏ 1 のとき 

 

 

・一般に，対数関数 ݕ ൌ log௔ のグラフと指数 ݔ

関数 ݕ ൌ ܽ௫  のグラフは，直線 ݕ ൌ に関し ݔ

て対称である。 

（評価）指数関数と対数関数の関係を基に，

対数関数のグラフの特徴を考察しよ 

うとしている。 

（関心・意欲・態度，グラフ用紙） 

（評価）対数関数のグラフの特徴について

理解している。 

      （知識・理解，生徒の発言） 


